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はじめに　
本稿では、中世後期荘園のもとでの村社会の経過につい
てみる。そして、その際に特に注目したいのが、それぞれの村をめぐる「村」や「庄」 「郡」等といった社会の枠
組（１）
である。　
さて、当該期の荘園・村をみる上で、在地の「自力」に
よる動向や「地域社会」の広が
り（２）
の一方、国郡制等の制度
的枠組を意識した研究の成果が知られる。例えば、池上裕
子氏は自力「村」や地域社会をめぐる国郡制の影響を指摘してお
り（３）
、また稲葉継陽氏は「国郡制的領域秩序」に対す
る在地社会・村レベルでの 「中世的紛争処理システム」 機能、それに基づく国郡制形成への動きを論じ
る（４）
。そして、本稿
では、 加賀国倉月荘 （現石川県金沢市） や越中国般若野荘 （現富山県高岡市・砺波市）といった二つの荘園を舞台に取り上げる。すなわち、これらは後述する通り、それぞれ両国において郡と郡の境界付近に位置した荘園であり、以下その点に注目して、中世後期の村をめぐる各社会の枠組を複
　
論文
　
中世後期加賀国倉月荘・越中国般若野荘にみえる
　
村と社会の枠組
　
若
　
林
　
陵
　
一
キーワード　
倉月荘 般若野荘、社会の枠組、 「村」 、両「郡」
　　
－  129  －
史苑（第七五巻第一号）
数の角度からみていきたい。一、倉月荘松寺村・諸集落と社会の枠組　
筆者は以前に「室町期荘園の実態をめぐって」 、加賀国
倉月荘（以下、あわせて【図一】参照のこと）を事例に考察し
た（５）
。そこでは、同荘における複数の空間と領有主体の
並存、その過程について、室町幕府御家人摂津氏領や五山十刹宝幢寺領・南禅寺領等、主に室町幕府関係の所領としてとらえた（拙稿Ａ） 。なお この荘園では同じ頃、近岡・諸江・諸江破出・大浦・木越・松寺・千田・岩方・赤浜・山家散田等複数の「村」ができたことも知られる。そして戦国期に至るまで、そこでは延暦 守護富樫氏 一向一揆勢力の関与もしばしばみられた 拙稿Ｂ） 。　
なお、筆者は、当該期の「村」を所与の前提とはみず、
その成立を同社会の動きの中でとらえる視
点（６）
に注目した
い。例えば、近江国奥嶋荘・津田荘では、鎮守等の基盤と独自の領主権力との関係を含め、複数の惣村が成立したことが知られ
る（７）
。同じく倉月荘では当該期、各所で複数の領
主の動向と「村」の分立がうかがえ（先述。拙稿Ａ） 、さらに諸江（ 「諸江惣
村（８）
」 ）等一部の集落では独自に、一向一
揆勢力と 関係を持ったりした（拙稿Ｂ） 。そ て、 こでは各集落―倉月荘の「村」々―の ち松寺 現金沢市松
寺町）とその周辺の事例に着目し、それらをめぐる社会の枠組についてみていきたい。　【史料一】摂津親秀大間状（美吉文
書（９）
）
　　
〔外題安堵・略〕
譲与
一、惣領
能（摂津）
直
分
美濃国脇田郷一色・三井・大幡・簗瀬・大嶋、土左（佐）
国田村庄、伊予国矢野保内八幡浜、備中国船尾
郷、伊賀国若林御薗〈但下切尼公一期之間譲之〉 、和泉国下条郷、上野国高山御厨領家職、武蔵国重富名南北
加賀国倉月庄〈但岩方村半分、比丘尼
明丘壱期之程、可被知行之由、載別紙譲状、松寺村内廿町方、女子 呂一期之後者、阿古丸可知行之由、載別紙譲状之間、除之、同村十六町方内参分壱、大隅五郎親泰譲与之間、除之、 〉
近江国柏
木御厨内本郷、右所々者、為能直惣領所譲与也 若無子而有早世事者、舎弟松玉丸可知行之、委細置文別紙注於訴訟未落居
幷
譲漏地者、悉可為惣領分状如件、
　
暦応四年八月七日
　
掃部頭
親（摂津）
秀
（花押）
　
摂津親秀は暦応四（一三四一）年に自らの所領を分割し、
嫡孫（ 「惣領」 ）能直ら一族、関係者に譲渡することがあっ
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図一　加賀国倉月荘内地図
※国土地理院地形図より作成。
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た
）（1
（
。筆者は、その一部を拙稿Ａで掲載・言及したが、一方、
本稿の【史料一】では「惣領能直（への譲渡。以下、掲載史料中の括弧内は筆者註）分」を抜き出し、掲載した。　
なお、その他、 【史料一】の省略部分のうち、倉月荘関
係の記載のみを抜き出すと、親秀が阿古丸へ譲渡 た分（ 「阿古丸分」 ）としては「松寺村廿町方〈但女子伊呂一期之程、可知行之〉 」 、嫡女子幸玉分としては「木越村」 、女子伊呂分としては「松寺廿町方」 、比丘尼明丘分としては「岩方村半分」 、養子（大隅）五郎親泰分としては「松寺村十六町方内参 壱」 、穢土寺領分としては「近岡郷内月峯五町・千田郷内供料田弐町・同月峯参町・末延名田地・木越村千得名壱町・月峯弐町・善遵田弐町・松尾田陸段〈坪西山在之〉 」が確認される。　
さて、 【史料一】は暦応四年時の、倉月荘松寺（村）に
おける摂津氏領の存在を示唆するものであるが、その後、康暦二（一三八〇）年に室町将軍足利義満が宝幢 創建に伴い、 「加賀国倉月庄内松寺 赤浜両村」等を寄進し
た
）（（
（
。
そして、続いて次の史料がのこされる。　【史料二】宝幢寺領・鹿王院領・諸末寺目録（鹿王院文書）
「
（貼紙）
勝
定院殿義持御判」
「
（異筆）
此
所々為両寺領当知行云々、永代領掌不可有相違之
状如件、
　　　　　
応永十八年三月十七日
　　
内大臣
源（足利義持）
朝臣
（花押） 」
　　　
宝幢寺領
　　
加賀国倉月庄松寺村・赤浜村
　　
播磨国安田領家職半分
　　
但馬国鎌田庄地頭・領家一円
　　
土佐国吾川山地頭職
　　
摂津国吹田西庄内倉殿地頭職
　　
山城国乙訓郡大覚寺
　　
摂津国多田庄内阿古谷上・下
　　　
鹿王院領
　　
〔中略〕
　　　
諸末寺
　　
〔中略〕
　　　
応永十八年辛卯三月
　
日
　
応永一八（一四一一）年、宝幢寺・鹿王院は各寺領の室
町将軍による代替安堵（三代足利義満から四代同義持へ）を要請した。その対象の目録が 【史料二】 である。なお、 「倉月庄内松寺・赤浜両村」は先述した康暦二年の後、永徳二（一三八二）年にも義満・北朝より安堵さ
れ
）（1
（
、さらに本史
料の後、六代将軍足利義教も同様に外題安堵す
る
）（1
（
。
　
ところで、ここにみえる倉月荘松寺村の一方 赤浜村の
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現地比定がなかなか難しい。これは現在の須岐神社（金沢市東蚊爪町）につながる
赤浜0
八幡神社（赤馬場八幡宮）と
の関係がすでにあげられてい
る
）（1
（
が、近世の松寺村と蚊爪村
（加賀爪村。一部が現東蚊爪町へ）との距離差等を考慮すると、その判断には躊躇せざるを得な 同社の氏子圏の範囲も踏まえ、赤浜村は後の寺町村への集落と関係しないであろうか。すなわち、寺町村（現北寺町）にも八幡神社が鎮座するが、これが の地名と関係した可能性はないか等、今後の課題としたい。そして、倉月荘松寺に関しては、次の史料も知られる。　【史料三】 『蔭涼軒日録』長禄二年一一月一九日
条
）（1
（
十九日
　〔中略〕
宝幢
寺（マ）
松寺領
摂（摂津之親ヵ）
津守
違乱之事
、嵯峨
大慈
院（庵ヵ）
領
松木殿違乱之事、玉潤軒領備中国井原庄之
事、守護方致半分之訴
証（訟）
之事預白之、此件々伺之、
　
この頃、相国寺塔頭鹿苑院の書院蔭凉軒の歴代軒主は京
都五山・幕府の動向、外交関係等を『蔭凉軒日録』に記録した。それによると、八代将軍足利義政の代である長禄二（一四五八）年、倉月荘では「宝幢寺松寺領（宝幢寺領松寺ヵ）を摂津守（摂津之親ヵ）違乱するの事」が問題にったという。摂津之親は康正元（一四五五）年、同足利義政から 「加賀国倉月庄地頭・領家両職内不知行所々」 を返付・保障されてい
た
）（1
（
。ここでは、それを機に摂津氏が宝幢寺領
分まで「違乱」したか、 逆に宝幢寺が強弁しているだけか、判断しがたい。ともかく【史料三】では、その件で宝幢寺から蔭涼軒を通じて、義政へ「伺」があったようである。　
その後、文明一〇（一四七八）年には、 「加賀国松寺村」
等が宝幢寺領として安堵さ
れ
）（1
（
、さらに同じ頃に次の史料も
みられる。　【史料四】摂津政親書状（鹿王院文書）　　
「（封紙上書）
宝幢
寺
　　　　侍衣禅師
　　
政
摂津守
　親」
御寺領加州松寺三ケ村事
、数年雖致執沙汰候、有御直
務度之由、種々承候間、如元上表申候、此等之趣可得御意候、恐惶謹言、
　　　　
二月十四日
　
政親（花押）
　　　
宝幢寺
　　　　侍衣禅師
　
　
これは年次が記載されないが、 『金沢市史』資料編
二
）（1
（
で
は明応三（一四九四）年頃のものとして収録される。ここでは、摂津政親（摂津守。同之親子息） 「寺領加州松寺三ヶ村の事」を保障している。なお、 「松 三ヶ村」は、遡って永享七（一四三
五
）（1
（
）年にみえる「松寺東西」の状況
と通じるであろうか。 それらが先にみた赤浜とあわせて 「松寺三ヶ村」であるとの見解も知 れ、そうであれば 先述した赤浜村＝蚊爪村の解釈はやはり不自然ではないか。ともかく松寺はこの頃には倉月「庄 とは別に、 「村」とし
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て単独で行動することが多くあった。　
以上、一では、当該期の加賀国倉月「庄」と「村」々の
世界への流れ、に着目し、特にその中での松寺村と周辺の様相を取り上げた。同荘をめぐる複数の領有主体は先述した拙稿Ａの通りであり、それらの領域と社会の枠組が在地社会の中で絡み合いながら、複数の「村」を成したと考えられる。そして、ここ はそのように 松寺をめぐる摂津氏領・宝幢寺領の存在、 「松寺三ヶ
村0
」 （以下、掲載史料中
の傍点は筆者）の登場をおさえておきたい。二、般若野荘社 枠組と「般若野廿四郷」　
次に、越中国般若野荘（以下、あわせて【図二】参照）
に関しては 『砺波市史』 （河合正則氏）や久保尚文氏らの研
究
）11
（
に詳しい。まず、 文治二 （一一八六） 年、 「内大臣家」 （徳
大寺実定） が同家領への武士の押妨を源頼朝 提訴した 『吾妻鏡』の記事
中
）1（
（
に、 「般若野庄（比企）藤内朝宗」の動向
も記され、それが現在同荘 初見史料となろう。　
また、領家徳大寺家への文書（ 「徳大寺家文書」 ）も数通
のこされ、例えば一連の室町幕府将軍による守護を支配しようとした文書の中にも、続け 般若野荘のことがみられる。早く明徳四（一三九三）年には、同「庄領家方」へ守護使の入部が停止され
た
）11
（
。なお、これ以前、般若野荘で
は徳大寺家と武家方とで下地中分が行われたようであり、前者の「領家方」と後者の「地頭方」 （後述）の存在が確認される。　
さらに、文正元（一四六六）年、一〇月一三日には足利
義政（室町八代将軍）による御判御教書（案）がのこされ、次の史料もそれと一連のものである。　【史料五】畠山政長施行状案（徳大寺家文書）
徳守護遵行案
大寺
雑掌申越中国般若野庄段銭・公事・課役
幷
守護
役等事
、被免除訖、任去十三日御判之旨、一切可停止
使者入部之状、如件、
　　　　
文正元年十月十七日
　　　
判
（畠山政長）
　
　　　　　　
遊佐
新（長滋）
衛門尉
殿
　
さて、 【史料五】は、 「去る一三日御判の旨 先の義政御
教書）に任せて」出された、同一〇月一七日 越中守護畠山政長の施行状（案）である。すなわち、 般若野荘への「段銭・公事・課役
幷
びに守護役等の事」免除の趣旨が、守護
代遊佐（新左衛門）長滋へ出された。なお、同日付で政長施行状（案。遊佐宛）がもう一通、徳大寺家にのこさ たが、それは「般若野庄領家方事」と始まる　
さらに、翌一一月一三日には の宛所遊佐長
滋より書状（案）が石黒次郎右衛門入道へ る。すなわち、当該期、越中守護畠山氏 砺波郡守護代に遊佐氏が
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図二　越中国般若野荘内地図
※国土地理院地形図より作成。
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就き、そのもとで「郡代的立場」 「地域統括者」として国人石黒氏がい
た
）11
（
。以上は、幕府から般若野荘在地社会の中
への、守護による諸役賦課免除の一連の流れをあらわしていよう。また、少し前の般若野荘とその周辺の情勢としては、次の史料にも注目したい。　【史料六】越州棟別注進案（東寺百合文書ヌ
函
）11
（
）
　　　　
い（射水郡）
ミつこうり
の内
　　
く（倉垣）
らかけ
　　　　
か（賀茂領）
もりやう
　　
金山
　　　　　　
八幡
り（領）
やう
　　
く（久々湊）
ゝミなと
　　　
八幡りやう
　　
ひ（氷見北市）
ゝのきたいち
　
大方殿
　　
な（中村）
かのむら
　　
ま（万見）
み
　　
か
（上庄）
みのしやう
　　
い（伊勢殿）
せとの
　　
は（般若野地頭）
んにやのゝちとう
方
　　
こ（五位庄）
いのしやう
の東
し（庄）
やう
　　
こかわ
と（殿）
の
・
い（伊勢殿）
せとの
ゝ御
り（領）
やう
お（多）
ほく
候
　　　
「（表書）
越
州棟別注進案」
　　　
「（裏書）
自
筆一対」
　【史料六】は年次未詳であるが、守護による東寺造営の棟別銭賦課から、応永一九（一四一二）年末頃のものと推定され
る
）11
（
。まず、ここでは般若野荘の「地頭方」が確認で
きる。前掲【史料五】等では、同荘「領家方」徳大寺家分の史料がみられたが、 一方の「地頭方」がここにみられる。そして、 この【史料六】では「射水郡の内」に、 般若野（荘）とともに以下の所領が登場す
る
）11
（
。
　
まず、くらかけ（倉垣。現射水市）は、賀茂御祖神社領
倉垣荘のこととみられる。次に金山（現射水市）は、石清水八幡宮領金山保のことであろうか。 さらに、 「くくみなと」（久々湊。現射水市）は後に久々湊村となるところであり、ここも八幡宮領であった。　
続いて、 「ひひのきたいち」は氷見北市（現氷見市）の
こととみられ、ここでの「大方殿」 は、室町四代将軍足利義持の義母日野康子を指すであろう。 また、 「なかのむら」（中村）は阿努荘（現氷見市）内の地名とみられ、 「まみ」 （万見。現富山市）は幕府料所、さらに実相院門跡領になる万見保のことであろう。 「かみのしやう」 （上庄） こ も阿努荘の一部とみられ、 「伊勢殿」は幕府政所執事伊勢氏のことであろう。 「こいのしやうの東 は五位荘（現高岡市）東部 ことで、 から等持院領へ流れが想定され
る
）11
（
。なお、 「こかわ殿・伊勢殿の御領」も
これらにかかわるのではないか。 「こかわ殿」は小川殿と思わ
れ
）11
（
、その人物には足利満詮があてられそうだが、詳細
は不明である。ともかく、これらも幕府関係の所領と言え
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よう。　
このように、守護による「越州棟別」銭賦課として「射
水郡の内」 、複数の荘園等・領主がまとめて記載されたのが【史料六】である。そして、 その後も康正二（一四五六）年、般若野・般若野荘等への造内裏段銭賦課・納入状況の記録がのこさ
れ
）11
（
、さらに延徳二（一四九〇）年には次の史
料がみられる。　【史料七】 『蔭凉軒日録』延徳二年七月二六日
廿（延徳二年七月）
六日、
不例、 天快晴、
〔中略〕
常徳月忌帰、 東瑛
和（洪暾）
尚
来、
於客殿対談移剋、
上様御料所越中国般若野
、昔者京
著（着）
七百貫文在所、近年者四百九十貫文京著、月充三十貫文京進也、
以此在所可有御寄進于常徳也
、当年貢者先
約在之故、万匹見寄院、以是諸未下等弁之云々
　『蔭涼軒日録』によると、延徳二年当時、般若野荘は「上様御料所」として存在したようである。なお、この「上様御料所」も幕府料所と同じものとみられ 直接的に「上様」は室町将軍足利義政室日野富子を指す ろ
う
）11
（
。 【史料七】
ではこの時に、 「此の在 を以て常徳に御寄進有 べ」しとあるが、これは富子が室町九代将軍足利義尚（嫡男）の追善料所として、般若野を相国寺常徳院へ寄進したのであろ
う
）1（
（
。
　
ところで、この頃は、室町幕府のもと五山（派）領荘園
の躍進がみられ
る
）11
（
が、それを受けて伊藤克江氏は、室町期
の等持院領を幕府「準御料所」ととらえ、その中で政所の管理下で成立する守護請の存在を、越中国五位荘・阿努荘（ともに前掲【史料六】に登場）等を事例に指摘してい
る
）11
（
。
そして、こうした五山領―幕府・守護の関係と同様の傾向が、般若野荘にもあてはまるであろう。　
なお、 次に同じ頃の般若野荘における在地社会の史料を、
もう一点みておこう。　【史料八】河面子息旦那売渡状（米良文
書
）11
（
）
売渡申旦那之事
内前一貫五百借申候、次にて／以上六貫売申候也、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
　　　
六貫文者、
右件旦那者、依有
用（要用）
要
、川面殿
住（衍ヵ）
重
代也、巳年より寅
年迄十年
気（季）
売渡申処実正也、在所者越中国
般若野廿四
郷
内
他（地）
下一族共一円、何
古（処）
共引分可参候、返々、於彼
旦那違乱煩出来候者、本
主（と脱）
し
て道遣可申候、同天
ケ（下）
一
同
と（徳政）
くせい
行候共、無相違御
智（知）
行可有候、仍売渡状如
件、
　　　　　
明応六年八月六日
　　　　　　
河面子息 （花押）
　　　　　　
か（買）
い
主実報院
　
この頃の熊野信仰 （紀伊国熊野三山） 、 そこにみえる旦那・
御師職、 河面（川面）氏・米良実報院のこと等は、 『砺波市史』資料編一を参照し
た
）11
（
。すなわち、当時の熊野参詣者である
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地方の「旦那」に対して、祈祷・宿泊の場を提供するのが御師職であり、それが「引旦
那
）11
（
」に伴う同職の得分につな
がるという。　
さて、 【史料八】によると明応六（一四九七。丁巳）年、
同継承者である「河面子息」 （養子定光か、同子か）が米良実報院へ、般若野荘「廿四郷内」の旦那引分を十年季で売却した。すなわち、これ以前に河面氏は実報院より借金をし、それに伴う熊野御師職 やり取り 年季売・売買）の中で「般若野廿四郷」が登場したのである。　
なお、ここでの旦那の在所＝「般若野廿四郷」 （二十余
郷と
も
）11
（
）を正確に特定することはできないが、少なくとも
当該期は、般若野荘内に熊野御師職・旦那との関係で、さらに細かく「郷」の枠組が登場したこ が分かる。 して、この二〇数郷がさらに多くの近世「村」へ 続くようであり、般若野「庄」における 郷」としては東保郷（現砺波市東保。後掲【史料一一】 ） ・西条郷・定重（貞重）郷・太田郷が、 「村」としては柳瀬村（西条郷内。現砺波市柳瀬） 、中田村（定重郷内。現高岡市中田） 、太田村（太田 内。現砺波市太田）等が知られる。　
以上、 般若野荘にはまず、 「領家方」 （徳大寺家領）と「地
頭方」という二つの空間 み た そして、一の倉月荘では複数の荘園領主・領域が確認された でも
他に複数の勢力による関与がうかがえた。それは熊野信仰の影響としてもみられ、また同荘の在地集落は「般若野廿四（余ヵ）郷」 、さ 近世の「村」々へとつながる。すなわち、般若野「庄」では「村」への過程や、それとともに複数の空間が確かめられ、それら 並存状態 中世後期における在地社会の特徴として指摘できる。三、倉月荘と両郡― 若野荘と両郡　
さて、すでに本稿の冒頭で触れた通り、両荘に共通する
事象としては、複数の郡に跨って存在したことがまずあげられよう。すなわち、倉月荘は加賀国河北郡と石川郡 般若野荘は越中国砺波郡と射水郡にわたった（前掲【図一】と【図二】も参照のこと） 。そして、三では、両「庄」れぞれの社会的枠組を改めて考え 中で 特に双方が所属するその両郡との関係を考察したい。　
ここではまず、一でみた倉月荘に着目しよう。同荘は河
北郡と石川郡に所属したと言われ
る
）11
（
が、次にその一部を含
めた両「郡」記載の史料を一点掲載したい。　【史料九】室町将軍家御教書（南禅寺文
書
）11
（
）
南禅寺領
加賀国石川・
賀（河）
北
両郡内笠間東保
幷
苻（府）
南
御供
田・諸江破出・山家散田・荒浦等
段銭・臨時課役・守
護役以下諸公事、先々被免除訖、早任度々御下知之旨、
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文安五年十二月十五日
　　　
右（細川勝元）
京大夫
（花押）
　　　　　
富樫
次（成春）
郎
殿
　　
「（包紙上書）
富樫
次郎殿
　　　　　　　
右京大夫
勝（細川）
元
」
　
文安五（一四四八）年、室町幕府より加賀国北半国守護
富樫成春へ御教書があった、 それがこの【史料九】である。そこでは「南禅寺領加賀国石川・河北両郡」のうち笠間東保 （現白山市） 、 府南社御供田 （千木保
内
）11
（
。現金沢市千木町） 、
諸江破出・山家散田・荒浦等の諸役・御公事 「免除」されており、 それを催促する使者 入部を「停止」している。なお、その「免除」の対象とされるうち、諸江破出（現金沢市割出町他） ・山家散田等が倉月荘内の地とみら る。　
ところで、加賀国河北郡と石川郡の境は浅野川であった
と言われ
る
）1（
（
が、 【史料九】では笠間東保が石川郡内、府南
社御供田が河北郡内にあたる。なお、倉月荘関係で、早くに「郡」記載がある史料はこれのみと思われ ここではその点にこそ注意しておきたい。倉月荘 後に、 「
加卜0
（
河0
北0
）
郡0
蒼（倉）月庄木
越
）11
（
」 、もしくは「
石川郡0
倉月庄諸
江
）11
（
」
等とみえ、少なくともその頃、浅野川両岸を跨いであった倉月荘は、河北郡と石川郡の両方に所属したことが知らる。ただし、これら 某郡倉月庄某村（集落名） 」の事例とは別に、倉月荘全体がどの郡（もしくは両郡 に所属し
たかをあらわす史料は確認できない。同荘関係史料のうち他には、 「加州
河北郡四村0
　
光徳寺廿八日講中」に大浦・
木越両集落が、他の二「村」とあわせて河北「郡」としてあった事
例
）11
（
（拙稿Ｂ）が知られるくらいである。そして、
その大永（一五二一～八）頃になる 、各「村」は自らを覆う枠組として倉月「庄」ではなく、 「郡」を重視するのではないか。　
一方、二でみた般若野荘の場合も、その二面性は荘域内
の問題にとどまらず、砺波郡と射水郡 こととしても注目される。なお、これら両郡の間 当該期、千保川（庄川旧本流）を境界 したようであ
る
）11
（
。さて、前掲【史料六】で
は「般若野の地頭方」が、倉垣・金山・久々湊・氷見北市・中村・万見・上庄・五位荘東部等 とも 「射水郡の内」として登場したが、それに対して、砺波郡内の記載としても次のような史料がみられる。　【史料一〇】題未詳識語（金沢文庫古文
書
）11
（
）
書本、越後国賀茂長福寺開山長智長老、以御口説［
　
］
次ノ本云、於
越中国
都（砺波郡）
波群
般若野庄西保金屋
崇福寺宝
幢坊
ニ（ママ）
シテ
　　　
、弘源御房書写候於、重
テ
同国糸岡庄七社案
養寺談所
ニ（ママ）
シテ
　　　
、如形筆申
ナリ　　
、求法行永房
三（マ）
七
三才
　　　　
雖悪筆也、
後見宗者、
「
〔梵字〕
　
ア」
字五返若又光明真言廿一返、兼此論
議
ヲ　、一座以興行
ニテ　　
自他御初何有候□□□俊顕、
－  139  －
史苑（第七五巻第一号）
　　
（年紀欠）
　【史料一一】常福寺鐘銘（ 「諸旧留帳
　
折
橋
）11
（
」 ）
奉
　
鋳鐘一口
越中国
都（砺波）
波
郡般若野庄地頭方東保郷
毗
沙門堂常住
　　　　　　
永正三年三月廿八日
　　　　　
願主常福寺秋賢
　　　
大工放生津源氏誠吉
　
なお、 「金沢文庫古文書」は鎌倉幕府の北条実時以来の
金沢文庫（現神奈川県立）に収蔵された文書群であり、中世文書だけで約七〇〇〇点、識語（来歴・書写名・年月日等記載）として約三〇〇〇点等がのこされ
る
）11
（
。そして、 【史
料一〇】はそのうち「題未詳」の識語であり、それによると某書は般若野荘西保金屋（現高岡市戸出西部金屋他。後の西部金屋村）の崇福寺宝幢坊で弘源が書写したものを、「同国糸岡庄七社（現小矢部市）案養寺談所」でも筆写したという。なお、 【史料一〇】は年紀を欠いているが、その史料時期は延文四（一三五九）年以前と推定されている
）11
（
。
　
ところで、先述した通り、 【史料一〇】では前掲【史料
六】 （ 「
射水郡0
の内
　
般若野地頭方」 ）の一方、 「越中国
都波0
群0
（
砺波郡0
）般若野庄西保金屋」とある。さらに、 【史料
一一】 によると、 下って永正三年 五〇六） の鐘銘にも、 「越
中国
都波0
（
砺波0
）
郡0
般若野庄地頭方東保郷
毗
沙門堂」と記
されていた。そして、般若野荘の所属郡についてはこれらの事例も踏まえ、高森邦男氏と久保尚文氏による見解が知られる。そのうち高森氏は 射水郡の般若野荘「地頭方」と、 砺波郡の同荘「領家方」という理解を提示す
る
）11
（
。一方、
久保氏は、般若野荘が当初は射水郡内に属し
た
）1（
（
ものの、後
に両郡の郡域や、般若野荘の郡所在先が変更したと指摘する
）11
（
。
　
そして、本稿ではこれらの説を踏まえ、次の通りに解釈
したい。すなわち、高森氏の見解に対しては【史料一一】 、永正三年の「砺波 ―般若野荘―地頭方」の記載・事例をどう考えるか、がやはり疑問である。この頃は一向一揆の動向のもと、同記載も一揆方独自 主張によるも とされたが、果たしてどうであろうか。筆者はむしろ、久保氏が「荘園の成立は国郡制の問題とは自ずから別」とする
点
）11
（
を
重視し、般若野荘の「領家方」と「地頭方」 、砺波郡と射水郡の別は必ずしも一致 な と考える。一方 久保氏見解に対しては、般若野荘の所在郡 変更したという 実を史料上確認することは難しく 早くに 般若野荘を示す【史料一〇】の扱い方にも無理があろう。倉月荘の例とあわせ考えても、同荘は二つ 郡に跨っていたとみたがよいのではないか。
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その上で、ここでは次の点を確認しておきたい。一つめ
に、般若野荘では
全域0
が「某郡」と並記された同時代史料
自体、発見できないことである。この種の史料は全て、荘内の一区域（ 「地頭方」 ）か、一集落（ 「西保金屋」等）関係のものに限られる。二つめに、これは基本的なことであるが、般若野荘関係の史料にはそもそも、 「郡」を記載したものがあまりないことである。そして、この点は「郡」の問題と「庄」 問題が別次元という、先の久保氏の指摘と通じるところであろ
う
）11
（
。
　
また、これらの諸点・特徴は、ほぼ倉月荘の場合にもあ
てはまる。さらに、同荘では三つめに、複数の「村」活動とともに二「郡」に所属する記載がみ ようになる。すなわち、中世後期、両荘ではとも 「村」や「庄」内の一部地域が顕著になるにつれ、 「郡」の枠組もあらわれた。そして、荘内の一部 別 一部がそれぞれ異なった郡へ属したのである。おわりに　
本稿では、中世後期の加賀国倉月荘・越中国般若野荘の
事例に着目し、両荘をめぐる社会の枠組を考察して来た。すなわち、当該社会 おける「庄」 「郡」の他 こ 頃の倉月荘では、複数の領主がそれぞれ一区画を領有す 社会
が展開し（拙稿Ａ） 、 般若野荘では「領家方」や「地頭方」 、「郷」というさらに別の枠組もみられた。　
そして、ともに二つの「郡」に属した、これら両荘
園
）11
（
の
室町期・戦国期の共通点としては、まず一つの「庄」から複数の「村」へと変質した点があげられる。そして、同じく一つの荘に複数の領主と在地勢力が関与し、複雑な領有状況、 単一の荘内に複数 空間があった点も指摘できよう。なお、本稿では、当該期 社会の枠組をとらえることだけに終始したが、それらの空間は在地社会における現実的活動の中でこそ成り立ち得た。そ 実態については多く 今後の課題である。　
倉月荘の場合、複数の領主の存在と、複数の「村」 分
立への流れが同じ頃にみられたが、これら 決 て、前者によって後者が起きた―荘園の領有状況が 雑化したから、 「村」が分立した―という関係にはない。むしろそれは逆であり、当該期に「村」が一個 個独立した交渉主体になったからこそ、領主（との関係 その選択
肢
）11
（
）も複数
存在し得たのである。倉月荘における複数 域（先述）がそのまま「村」の枠組へとつながったわけではなく その点は本稿で取り上げた「松寺」各村や、 拙稿Ｂでみた 諸江惣村」の事例に明 であろう。　
また、これらの点は般若野荘の場合も同様とみられ、同
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荘における二種類の空間（ 「領家方」 「地頭方」 ）や二つの郡への所属、 また前掲【史料八】では、 「庄」から「廿四（余ヵ）郷」へと細分化の動きをみた。そして ここでもその後の 「村 の動向については、 なお今後の考察が必要である。　
以上、本稿でみた二つの荘園社会では、その一定の範囲
の中で「村」の他、 「庄」や「郡」 その他複数の枠組が存在、交錯していた。そして、その複雑な社会の中で様々な在地勢力が接触する様相は、中世後期の荘園・村社会の大きな一つの流れとして指摘できるのではないか。
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註（１）本稿では郡・荘園・村、その他社会の中で認識された一
定のまとまり・輪郭を以下、 「枠組」として着目し、その際の表記は、 「村」や「庄」等括弧書とする。
（２）歴史学研究会日本中世史部会運営委員会ワーキンググル
ープ（稲葉継陽・菊池浩幸・釈迦堂光浩・田中克行） 「 『地域社会論』の視座と方法」 （ 『歴史学研究』六七四、 一九九五年） 。
（３）池上裕子「中世後期の国郡と地域」 （ 『日本中近世移行期論』
校倉書房、二〇一二年・初出二〇〇〇年） 。
（４）稲葉継陽「領域秩序の形成と 郡制」 （ 『日本近世社 形
成史論』校倉書房、二〇〇九年・初出二 四年） 。
（５）若林陵一「摂津氏 加賀国倉月荘における領有状況の錯
綜と在地社会」 （ 『地方史研究』三三五、 二 〇八年。以下拙稿Ａ） 、 若林陵一「室町期・戦国期 加賀国倉月荘の「村」々と在地社会」 （ 『加能地域史』 五八、 二〇一三年。以下拙稿Ｂ） 。なお、同荘については先に、橋本秀一郎「加賀国倉月庄について」 （ 『石川歴史研究』二 一九六一年） 『金沢市史』通史編一（二〇〇四年）などを参照した
（６）蔵持重裕『中世村落の形成と村社会』 （吉川弘文館、
二〇〇七年）は、当該期の「村落」が意識的につくり出された面を重視する。
（７）若林陵一「近江国奥嶋荘・津田荘における惣村の成立と
在地社会の変質」 （ 『歴史』一〇五、 二〇〇五年） 。
（８）永正一六年一月一〇日浄正屋敷売券 勝授寺文書） 〔 『加
能史料』 〕 。室山孝「在国する公家たち 註５『金沢市
通史編一） 。
（９） 「美吉文書」は『加能史料』により、あわせて東京大学史
料編纂所影写本を用いた。なお、 【史料一】の端（省略）には、足利直義による外題安堵ものこされる。
（
10）摂津氏と倉月荘、 【史料一】等 譲渡については、石田文一「加賀守護富樫氏の誕生」 （註５『金沢市史』通史編一）を参照した。
（
11）康暦二年六月一日足利義満所領寄進状案（鹿王院文書） 〔鹿王院文書研究会編『鹿王院文書の研究』 （思文閣出版） 〕 、康暦二年六月二日室町幕府御教書（同
（
12）永徳二年一二月一五日春屋明葩管領寺院等目録（鹿王院文書） 。
（
13）永享七年三月日宝幢寺領・鹿王院領・諸末 目録 鹿王院文書） 。
（
14） 『日本歴史地名大系一七
　
石川県の地名』 （平凡社、
一九九一年） 、 『金沢市史』資料 一三（一九九六年） 。
（
15） 『蔭凉軒日録』は『増補
　
続史料大成』 （臨川書店）によった。
（
16）康正元年一二月二一日足利義政御判御教書（美吉文 ） 。
（
17）文明一〇 五月二八日足利義政御判御教書（鹿王院
（
18） 『金沢市史』資料編 （二〇〇一年） 。
（
19）註
13宝幢寺領・鹿王院領・諸末寺目録。
（
20）河合久則「徳大寺家領般若野庄について」 （ 『砺波市史』一九六五年） 、久保尚文「般若野荘の成立」 （ 『かんとりい』九、 一九八六年） 、 『砺波市史』資料編一（ 九九〇 。河合久則氏担当分） 。
（
21） 『吾妻鏡』文治二年六月 七日〔 『新訂増補
　
国史大系』 （吉
川弘文館） 〕 。
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（
22）明徳四年五月三日足利義満御内書案（徳大寺家文書） 〔 『砺波市史』資料編一〕 。応永一五年一〇月一〇日足利義持御判御教書案（同） 、永享一二年六月一一日足利義教御判御教書案（同） 。
（
23）註
20『砺波市史』資料篇一、上杉和彦「鎌倉期越中国の
徳大寺家領荘園について」 （鎌倉遺文研究会編『鎌倉遺文研究Ⅰ
　
鎌倉時代の政治と経済』東京堂出版、一九九九年） 、
久保尚文「越中国徳大寺家領雄神荘と石黒氏・遊佐氏」 （ 『砺波散村地域研究所研究紀要 二五、 二〇〇八 ） 。
（
24） 「東寺百合文書」は『砺波市史』資料編 によった
（
25）高森邦男「畠山氏の領 越中と棟別銭収取について」 （ 『富山史檀』九一、 一九八六年） 。応永一九 一〇月二 日管領細川満元書下案（東寺百合文書ツ函 。なお 同年の東寺造営棟別銭の徴収については註３池上論文も触れている。
（
26）以下、註
25高森論文、 『日本歴史地名大系一六
　
富山県の
地名』 （平凡社、一 九四年）を参照のこと
（
27）なお、等持院領「五位庄半分」や同阿努荘上庄・中村のことは、伊藤克江「等持院領の支配方式について」 （ 『富山史檀』一三一、 二〇〇〇年）を参照した。
（
28） 『満済准后日記』応永一八 正月二八日〔 『大日本史料』第七編〕 、 『同』応永二 年三月二三日など
（
29） 「康正二年造内裏段銭
幷
国役引付」 （ 『群書類従』巻第
五〇一） 〔 『群書類従 二八（続群 類従完成会） 〕 。註
20『砺
波市史』資料 一。
（
30） 『大日本史 』第八編之三七（一九九八年） 。なお、 註
20『砺
波市史』資料編一は、 【史料七】の「上様」を義政妾 徳大寺家出身）に比定する。しかし、 【史料七】の 上様御料所
越中国般若野」は「地頭方」 （先述）とあり、この時点で徳大寺家との関係が不可欠であったわけではない。
（
31）なお、東瑛洪暾は相国寺妙厳軒主であり、他にも『蔭凉軒日録』に登場する。蔭木英雄編『蔭凉軒日録索引』 （臨川書店、一九八九年） 。
（
32）今谷明「室町幕府の財政と荘園政策」 （ 『室町幕府解体過程の研究』岩波書店、一九八五年・初出一九七五年） 。
（
33）註
27伊藤論文。
（
34） 「米良文 」は『史料纂集
　
熊野那智神社文書』 （続群書
類従完成会）により、 一部『砺波市史』資料編 を参照した。
（
35）註
20『砺波市史』資料編一。
（
36）明応八年六月一日河面盛祐旦那売渡状（米良文書） 。
（
37）註
20『砺波市史』資料編一。
（
38）註５橋本論文、註
14『日本歴史地名大系一七
　
石川県の
地名』 、浅香年木「加賀国」 （ 『講座日本荘園史』六、吉川弘文館、一九九三年） 。
（
39） 「南禅寺文書」は櫻井景雄・藤井学編 南禅 文書』 （南禪寺宗務本所）による。
（
40）応永二一年一〇月七日加賀守護富樫満成 下案（南禅寺文書） 。
（
41）ただし、両郡の境界は、早くには犀川であったとの説もある。註
14『日本歴史地名大系一七
　
石川県の地名』 。
（
42）文明三年六月二五日西光 所蔵親鸞絵伝裏書〔 『金沢市史』資料編一〕 。
（
43）天文一二年一月一三日正覚寺 蔵阿弥陀如来絵像裏書〔 『金沢市史』資料編二〕 。
（
44） （大永四年ヵ 四 日本願寺実如書状（光徳寺文書） 〔 『金
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沢市史』 資料編二〕 。 木越祐馨 「本泉寺蓮悟と一揆衆」 （註５ 『金沢市史』通史編一） 。
（
45）註
20久保論文、註
26『日本歴史地名大系一六
　
富山県の
地名』 。
（
46） 「金沢文庫古文書」は『金沢文庫古文書』識語篇（金沢文庫）による。なお、 【 料 〇】を解釈する上で、金沢市立玉川図書館の塩川隆文氏、東北学院大学文学部の七海雅人氏より御教示いただくことがあった。
（
47） 【史料一一】は『砺波 資 編一によった。
（
48）石井進「かねざわぶんこもんじょ
　
金沢文庫文書」 （ 『国
史大辞典』第三巻、吉川弘文館、一九八二年
（
49）註
20『砺波市史』資料編一。
（
50）高森邦男「畠山氏の領国越中と棟別銭収取について」 （ 『富山史檀』九一、 一九八六年） 。
（
51）註
20久保論文。なお、久保尚文「室町時代における越中
の郡界について」 （ 『両越地域史研究』一、 一九八 年）は、さらにそれ以前の般若野荘は一度砺波郡に属したと考えているようであるが、詳細は不明である。
（
52）また、久保氏 よると、近世の当地加賀藩領支配体制下、般若野荘の地頭方と領家方の別 河川の上流域・下流域によったと う。この点、久保尚文「徳大寺家領般若野荘の還付問題」 （ 『越中中世 の研究』桂書房、一九八三年 も参照した。
（
53）註
51久保「室町時代における越中の郡界について」 。
（
54）そして、この点をつきつめて考え ことで、 はじめに」で触れたような「地域社会」の広がりと制度的枠組と 接点もみえてくるのではないか。今後 課題としたい。
（
55）なお、本稿で触れることはできなかったが、近く能登国町野荘もまた二つの郡（鳳至郡と珠洲郡）に跨った荘園として注目される。浅香年木 「能登国」 （註
38『講座日本荘園史』
六） 。その他の事例も含めて、 詳しくは今後の課題としたい。
（
56）註７拙稿。
（東北学院大学東北文化研究所客員）
